
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年度は、本事業の最終年度となります。これ

までの２年間に積み上げてきた学びを継承しつ
つ、更にバージョンアップを図りながら、「主体
的・対話的で深い学び」の実現に取り組んでいる
安芸第一小学校の取組を紹介します。 

「高知の授業
の未来を創る」
推進プロジェ
クトクト事業
をチェック 

 

目的：平均の意味や測定値を平均する方法を理解する。 

単元デザイン（全９時間） 
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学
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目指す児童の姿 ・平均の意味を理解する 
・平均を用いてデータの特徴や傾向をつかんだり、他データと比較したりすることができる 

見
方
・
考
え
方
を 

働
か
せ
て
い
る
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 本単元では、測定した結果について、平均を用いて、それを妥当な数値として示す
ことができるようにすることをねらいとしている。岡教諭は、Unit1 では平均の意味
や測定値を平均する方法の理解を中心に、Unit2 では平均の活用をクローズアップし、
日常の問題を解決することで、平均のよさに気付かせることを目的にしている。 
具体的には「スポーツテストの安芸第一小学校と全国の平均値を比べ、その特徴や

傾向から課題を見いだし、解決策を考える」という平均を活用する場面を設定した。
本時では、導き出した具体的な目標値が今後のスポーツテストの練習の際、一つの指
標となることを実感させ、改めて平均のよさに気付かせることをねらう。 

単元デザインの意図 

Unit１ 

※本計画は 
授業研版 

第５学年「平均」 
授業者 岡 龍作 教諭 

Unit２ 

○平均の意味を理解する活動 

○測定したデータの結果から平均する方法を考察し，その特徴や傾向から課題や結論を導き出す活動 

○導き出した答えを考察し，それを学習や日常生活に生かす活動 

 

 

・「測定値の平均」の学習をメインで行ったほうがよいのでは
ないか。また、Unit２は第６学年の「代表値としての平均」
の位置付けにならないか。（評価規準の見直しも必要） 

・問題提起をもっと明確化し、なぜ平均をしてまで比べるの
かその必要性を子供に感じさせるべき。 

・ある子供の数値を計算によって明らかにする展開よりも、
平均の差を捉えさせることにウエイトを置いた方が意味が
ある。 

 

○概括的に捉えることに着目し，測定した結果を平均する方法について考察し，それを活用する。 
○数学の事象や身の回りの事象を表やグラフを用いて問題解決し，解決の過程や結果を多面的に考察する。 

単元を貫く数学的

な見方・考え方 

教材研究会での意見を踏まえ、単元全体を見直す 

令和２年８月７日 教材研究会 

授業研究会 10 月８日 
算数科 



「安芸第一小学校５年生の平均値」と「全国平均値」を比較し、具体的数値を根拠に判断（問題解決）できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授
業
を
描
く 

 

本時は「５年１組
（男子）の記録は全国
平均値をこえている
かな」という問題を解
決する。各自の記録を
もとにグラフや式に
表すことで全国平均
値に届いていないこ
とを明らかにし、５年
１組の平均値と全国
平均値との差に着目
し、全国平均値を超え
るために、この差を使
うことができないか
を考えさせる。 
差が何を表してい

るのか、どのように考
えたら全国平均値を
超えることができる
のかを子供が主体的
に解決していけるか
がポイントとなる。 

 

 

  測定値の平均を押さえたうえで、発展的な内容として平均の活用を位置付けた。子供にとって身近なスポーツテストの平均数値から課題を見付け
たり予想や目標を立てたりすることができるなど、平均同士を比べることで見えてくる平均のよさを子供に味わわせるような構成にした。 

概括的に捉える…平均値の小数第一位を四捨五入して整数で捉える。 
全国平均値の 151cmを超えるためには、あと 15cm ではなく 16cm 跳ばなくてはならない。 

多面的に考察する…見通しの場面で多様な考えを出させて、目標を達成するための最適解を選ばせたかった。（本時ではそこまで至らなかった。） 
 

  16cmや 128cm（16×８）が何を意味しているかがしっかりと落ちてなかった。平均同士を比べて求めた 16cmが何かをはっきりさせるため
にグラフを活用し、視覚化できればよかった。 

本時の目標 

・概括的に捉えることに着目し、測定した結果を平均する方法について考察し、それを活用する。 
・数学の事象や身の回りの事象を表やグラフを用いて問題解決し、解決の過程や結果を多面的に考察する。 

参観の視点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【岡教諭より】 

今回「比べる」ことが目的化してしまい、本来 

の平均を求める意味がぼやけてしまった。何が 

本質で、何が価値ある学びなのかを教師自身が 

見極めた上で課題を焦点化し、子供が数学的活 

動を回せるような授業づくりを意識していきたい。 

 改めて、単元を構成する際の評価規準の設定や領域ごとの「ね

らい」の具現化など、基本的な事項の見直しを図ることがで

きた。 

 

授業で指導する全てのものに対して「なぜ用いるのか」を考えていきたい。 

教材の価値はもとより、現学年と他学年との違いをしっかりと理解していきたい。 

今回は、平均を用いて集団の特徴を表すことができた。教えることの先にどんなことが

できるようになるのか、他の単元でも勉強していきたい。 

グラフから考えられることはいくつもある。グラフを見て考える力を養えるような単

元・授業づくりをしたい。 

適切な数学的活動を位置付け、それをいかに子供たちが回せるかをイメージした授業づ

くりを行っていきたい。 

参加者の

①平均と平均を比べることによって平均のよさを実感することができていたか。 
②『測定値の平均』と『代表値としての平均』の単元の扱いについて。 

 

授
業
省
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３平均で何をつかもうとしたのか 

第５学年「測定値の平均」（概括的・妥当
性）と、第６学年「代表値である平均」
（サンプルの平均）は、扱う内容は違う
が、共通点は、集団の特徴を表すこと（汎
用性のある能力で、教科や領域を越える
もの）。それを教師が捉えておくことが大
切である。 
「測定値の平均」で unit2 を追加した

いなら、もっと追究の視点をもち、数学
的活動を活性化しないといけない。そし
て確固たる理念のもとカリキュラムに位
置付ける必要がある。時数の超過になら
ないよう単元を構成したい。 
 

１数学的活動を通して能力を育む 

数学的活動を子供が回すことを意識してほしい 
               事象の数学化（A1） 

グラフを使って差について議論 
し、全国を超えるには？という 
問題にする。 

               思考対象の絞り込み（B） 
差をうめるにはどうするのか。 
128cm の差を明確にし、平均の 
差である 15cm を伸ばすにはど 
うすればよいかという焦点化し 
た問いを設定する。 

振り返り（D1）一人あと 16cm 跳ぶという結論の他にはないか考
えさせたい。さらに、できるようになったことの自覚をさせたい。 

２グラフをいかに読むか 

「棒グラフからどんなことが分かるか」を問うこと 
             

        
 
 

 

 

①128cmの意味や 151cmを平均として捉えられ

ていたのか。平均同士の差である 16cm を８で割

り、その２をどうにかしようという意見もあった

ので数値の理解が曖昧だった。 

②「あと 16cm 跳んだらいいね」で終わっていたが、

平均を使って問題解決できたことを振り返り、平

均のよさに気付かせる授業になるとよかった。 

 

「Less is more」 少なく教えて豊かに学ぶのが能力ベイスの基本 

②第５学年で大事にしたい測定値の平均から本時の

数値を見ると信頼度が低い（一人一回しか測って

いない平均数値）。そしてその平均の差はさらに現

実から離れていくような気がした。また、数字だ

けで授業が進んでいたのでグラフ等を活用して子

供が説明する場面を設定すると、求めた 15cm が

一人だけでなくみんなががんばればよいことに気

付きやすくなるのではないか。 

 

 

①Unit１では第５学年の「平均のよさ」は押さえ

ることができていたと思う。本時では、式や数

値の意味を全体で押さえてから進めてもよか

ったのではないか。 

②Unit２で第６学年の「代表値としての平均」を

取り扱うのは少し難しかったのではないか。 

 

差に着目させたいの
なら、もっとグラフを
使って議論させる。 
また、伸びた後の平均
をイメージさせる。 

例えば 151cm を仮平均としてみ
る。負の数は小学校では扱わないが、
素地的経験をしてみてもいい。151
を規準にして関心を広げる。そうす
ることで本当の日常事象の課題解決
につなげていくことができる。 
 


